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1本 研 究 の 趣 旨 と 目的
この論 文 の研 究 で,ど うい う こ とを解 明 し,そ れ は何 の た めな のか,説 明 す る。
















ち ょっ と辛 い け ど,頭 ぐ らい 自分 で洗 え る わ よ。
ti
[ka「3i疋】1瓦1rai]
居 候 なん だ か ら家 事 ぐ らい した っ て い い で し ょ。




カ メ ラが 好 き だ ね 。
[ka「meraηα11rai]
私 だ って カ メ ラ ぐ らい使 え る わ。
(ア)(イ)(ウ)(エ)4語の 各例 語 名詞 の実 現 音 声 が,「A実 例」 は そ れ ぞ れ 名詞 の ア クセ ン トが そ
の ま ま音 調 相 に現 れ て い る。 対 して 「B実 例」 は そ れ ぞ れ 名 詞 の ア クセ ン トとは 異 な る音 調 相
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で現 れ て い る。 同 じ語 が異 な る音 調 で実 現 して い るわ けで,//内 の 各 名 詞 の ア クセ ン トが不
安 定 な よ う に も見 え るが,東 京 方 言 母 語 話 者 の 型 意 識 か らす れ ば 各 名 詞 の ア クセ ン トは各 々
//内 の もの で あ る こ とは確 か で,不 安 定 で は な い。
そ こで,各 ア クセ ン ト節 の構 成 要 素 を あ らた めて 見 る。
各 例 語 名 詞 に 「A実 例 」 は 「一〇a」(主格)が,rB実 例 」 は 「一ηurai」(最軽:最 低 限 の極 限 の
取 り立 て)が後 接 して い る。 そ こで,名 詞 の実 現 音 調 の 違 いは これ ら後 接 の 付属 語 の 違 いに よ る
もの で,「 一ηa」に は 「基 本 ア クセ ン ト節 前 部 構 成 要 素 で あ る前 接 名詞 の ア クセ ン トを そ の ま ま
実現 さ せ る ア ク セ ン トの 力 が あ る」,ま た,「 囎urai」に は 「基 本 ア クセ ン ト節 前 部 構 成 要 素 で
あ る 前接 名 詞 の ア クセ ン トに関 わ りな く基 本 ア クセ ン ト節 の 実現 音調 を[… ηUIrrai]にして し
ま うア クセ ン トの 力が あ る」 と捉 えれ ば,実 現 音 調 の 違 い につ い て 合 理 的 な 説 明 が 得 られ る。
この 説 明 は,《 例1》 のげ)和語 ・(イ)漢語 ・(ウ)複合 語 ・国 外 来 語 と,ど の よ う な 出 自の 名 詞 で も
短 い語 で も長 い語 で も 同様 に通 用 す る。
以 上 を要 す る に,『(基 本)ア ク セ ン ト節』 の実 現 音 調 相 は,節 内 の1語 の み の ア クセ ン トに
よ る ので はな く,そ の節 内 の 全 語 が 各 々 の ア クセ ン ト性 質 を出 した結 果 で あ る と言 え る(ア ク
セ ン トの 制 約 の 中で 実 現 す る,そ の 方 言 の 「句 音 調」 も加 わ る)。 この よ う な ア ク セ ン ト節 の
構 造 を,概 念 的 に表 す の に 〔図1〕 の如 き図 式 が 成 り立 つ 。
〔図1〕(基 本),アクセ ン ト節 の 構 造 と,そ の うち の既 解 明 部 分 と不 分 明部 分
(基本)ア ク セ ン ト節
0
前行 自立語

















一… 「太 一 点 鎖線 」 の 内側
・=従前 不分 明の部分:⑥ 付属語 のア
クセン ト,@付属語アクセン トが関
連する実現音調の構造
日本語全体で 図の 「不分 明の部分」 を解明すれば,各 要 素のアクセ ン トと実現 音調 との関係
が明 らか になって,《例1》 で呈 され た疑 問に対す る解答 も得 られ る。そのた めに多 くの考察
を してその疑 問に対す る解答 を導 くのが本論文 の研究 の目的で ある。
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目的達 成 の た め,「 一ηa」と 「一ηurai」以 外 つ ま り名 詞 以 外 の 品詞 の 自立 語 に付 く付 属 語 も含
め たそ の方 言 の全 付 属 語,東 京 方 言 以 外 の方 言 の付 属 語 の ア クセ ン トに つ いて,統 一 的 な方 法
に よ り実 態 を記 述 し,そ れ らの結 果 を総 合 して 考 察 して 解 答 を導 く。
2本 論 文 の構 成
「1」 の 目的 達 成 のた め,こ の論 文 は ど う い う構 成 で 論 述 を進 め たか,説 明 す る。
以 下.のとお りの3編14部(前 論 ・序 章 ・第1～ 刈 章)で あ る。 「方 法 論 編 」 は 本 研 究 の 基 本
的 な考 え 方 につ いて 論 じた。 「記 述研 究 編 」 は本 論 文 で 対 象 と して い る5つ の方 言 の 記 述 と 関
係 す る諸 問題 につ いて 論 じた 。 「結 論 編 」 は 全 体 の ま と め を述 べ た 。
2.1方 法論編
「方法論編」は5部 よ りな る。概略 を説明す る。
前 論:本 論文の音調等 の表記 について
「前論」と言 って も単な る凡例ではな く,ア クセ ン ト研 究では音調やア クセ ン トの表記 に各
方言の アクセ ン ト性質がその まま現れ るよ うにしな ければな らな いので,各 方言の アクセ ン
ト性質の解説 とともに表記法 を示 した。音調やア クセ ン ト表記は アクセ ン ト研 究の根幹部 の
一郭 をなす重要要素である。
序 章:日 本語アクセ ン ト構造 における付属語 アクセ ン ト研究 の 目的 と付属 語ア クセ ン トに関
す る先 行研 究
本 論文 「第1～X皿 章 」 各 章 の議 論 に 必 要 な事 項 を2点 述 べ た 。
一 つ は 本研 究 の 全 体 目的 の 説 明 で あ る。
今 一 つ は 先行 研 究 の確 認 で あ る。 全部 で56編認 め られ,3種 に分 け て解 説 した。
A)総合 的研 究=32編:1言 語体 系 の 付 属 語 ア ク セ ン トを全 般 的 に捉 え て い る もの 。
B)一部 面 的研 究=8編:付 属 語 ア クセ ン トの 総 合 的 で は な い,あ る 一 部 面 の研 究。
C)副次 的研 究=.16編:主 目的 で な いが,部 分 的 に付 属 語 ア クセ ン トに言 及 した も の。
第1章:付 属 語 ア クセ ン トの研 究 方 法
付 属 語 ア クセ ン トの研 究方 法 を論 じ,自 立 語 と同様 ア クセ ン トを認 め る こ とを確 認 した。
第H章:付 属 語 ア クセ ン ト論 と従 前 の ア クセ ン ト論
現在 のアクセ ン ト研究 で当然 に行 なわれて いる方法 が付属語 アクセ ン トの研究 でも問題 な く
当て はまる ことの検証 を した。検証 は6つ の課題 を設定 して解決す る ことで行 なった。
第 皿章:付 属語 アクセ ン ト調査法
筆者 が考案 して実践 した調査法 を例文 とともに示 した。そ の概 略は以下 の3点 で ある。
①膨大 な量の調査 を 「教示分担法」 によ り成 し遂げ る。
②話者か らそ の方言 の 自然な表現 の付属語形 を引き出す には 「例文翻訳法」他 による。
③調査 を効 率 と資料 収集 の体系性 を維持す るには本調査 の前 の周到 な準備 による。
2.2記 述 研 究 編
「記 述 研 究 編 」 は7章 よ りな る。 概 略 を説 明 す る。
第IV章:付 属 語 ア クセ ン ト研 究 地 点 の選 定 意 義
本論文 では5方 言 を研究対象 として いるが,そ の選定 の根拠 を 日本語 アクセ ン ト全体 の性質
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か ら論 じた1日 本 語 の 「有 型 ア クセ ン ト」 は 大 き く4種 類 に分 かれ る の で,(a)「京 阪 式 ア ク
セ ン ト」 よ り京 都 方 言 ・(b)「東 京 式 ア クセ ン ト」 よ り東京 方 言 と信州 大 町方 言(語音 特 徴 の違
い に よ る)・(c)「北 奥 ・羽 越 式 ア クセ ン ト」 陸 中宮 古 方 言 ・(d)「九州 二 型式 ア クセ ン ト」 よ り
鹿 児 島方 言 で あ る。
第V章:付 属 語 ア クセ ン トの 記 述 一第1;信 州 大 町 方 言 ～ 記 述方 法論
東京式 アクセ ン トの代表で,語 音特徴がア クセ ン トに影 響 しない信州大 町方言 の付属語 アク
セ ン トを記述 し,並 行 して付属語 アクセ ン トの記述方法 について論述 した。
第VI章:付属語 アクセ ン トの記述 一第2;東 京方言
「第V章 」 の方法で,東 京式ア クセ ン トの代表で,語 音特徴がアクセ ン トに影響す る東京方
言 の付属語 アクセ ン トを記述 し,全 体像 を明 らか にした。
第W章:付 属語 アクセ ン トの記述 一第3;京 都方言
「第V章 」 の方 法 で,京 都 方 言 の付 属 語 ア クセ ン トを記 述 した。
第 ㎜ 章:付 属 語 ア クセ ン トの記 述 一第4;鹿 児 島 方 言
「第V章 」 の方 法 で,鹿 児 島 方 言 の付 属 語 ア クセ ン トを記 述 した。
第IX章:付 属 語 ア クセ ン トの記 述 一第5;陸 中宮 古 方 言
「第V章 」 の方法で,北 奥 ・羽越式 アクセ ン ト沿岸部重起伏調地帯に位 置する陸中宮古方言
のアクセ ン トの実相 を解明 して,付 属語 アクセ ン トを記述 した。
第X章:付 属語 アクセ ン トの比較
付属語 アクセ ン トで も自立語 のものと同様 に比較研究が行なえ ることを実践 した。 同系2方
言=信 州大町方言 と東京方言=でa体 系の比較 とb付 属語間の比較 を行 なった。
第XI章:付属語 アクセ ン トの研究 に関わ る諸課題 と解決法
付属語 アクセ ン トの理論や記述 の研究で生 じた課題 を9つ 取 り出して解決 した。
2.3結 論 編
「結 論 編 」 は 「第X皿章 」 の1章 で あ る。 概 略 を述 べ る。
第 刈 章:結 論;日 本 語 ア クセ ン トの一 般(総 合)ア クセ ン ト論 に 向 けて
「第 刃章」 まで の成果 を整理 し,明 らか にな った付属語 アクセ ン トを加 えた各方言 ごとの ア
クセ ン ト構造 を示 した。
3本 論文 の方法
本論 文で付属語 アクセ ン トを観察す る方法 について,説 明す る。
付属語 ア クセ ン トは2つ の事象 を観察す る。⑦前 の語 か らの音 の相対 的高低 関係上 の続 き
方 ・⑦付属語内での音調,で ある。⑦ を音韻論 的に解釈 したものを付属語 アクセ ン トの 「式」
と呼ぶ。東京 ・信州 大町 ・京都 ・鹿児島 ・陸中宮古 の5方 言 を統一的な基準 によって分析 した
結果,付 属語アクセ ン トの 「式」 は基本6種 と 「複合式」が認 め られ る。
付属語ア クセ ン トは,こ の 「式」 によ り社会 的習慣 として の規則性 を有 して いる。
基本6種 と複合的 「式」 の名称 ・表示記号 ・語例 ・概要 は次の とお りで ある。
一257一
(イ)従接 式(じ ゅ うせ つ しき)… …/ニ/(例)/=oa/(東 京;名詞接続;主格)
=前 接 自立語 にそ のまま続 くもの。付 属語 には下が って続 くこ とがあ る。
(ロ)声調 式(せ いち ょ うしき)… …/→/(例)/→sasdlru/(東京;動詞i接続;使役)
=前 接 自立語の声調が及 ぶ もの。
(ハ)独立 式(ど く りつ しき)… …/#/(例)/#so■oda/(東京;動詞i接続;伝聞)
=前 接語 か らア クセ ン ト上独 立す るもの。
(二)下接 式(か せ つ しき)… …/=1/(例)/「lna/(東京;動詞接続;禁止)
=前 接 自立語が平板 型 な ら下が って続 き,起 伏型 な ら下が らず続 くもの。
(ホ)支配式(し はい しき)… …/×/(例)/×nu■rai/(東京;・名詞接続;最軽:)
=前 接語 のア クセ ン.ト.に関わ りな く,自 身 の型 に 引きつ けて しま うもの。
(へ)共下式(と もさげ しき)… …/「le/(例)/「leheN/(京都;動詞接続;打消)
・=その付属語 の1拍 前か ら下が る もの。
「式 」 解 釈 に は,1部 面 だ け の 目立 つ 現 象 だ け で な く,
「4要件 」 を踏 ま えて い る。
全体 を体 系 的 に捉 える ため,次 の
(a)当該方 言 のア クセ ン ト性 質
(c)自立語 全 ア クセ 著 ト型 に接続
(b)付属語 ア クセ ン ト体系
(d)付属語連接時の音調
第1観 察 点 の付 属 語 ア クセ ン トの 「式 」 の 各 実 態 例 を示 す 。
(イ)従接 式(じ ゅ うせ っ し き)
自立 語 の ア クセ ン トを そ の ま ま実 現 音 調 とす る性 質 で あ る。 《例1》 の 「東 京 方 言 の 名 詞 に
付 く一ηa」は従 接 式 で あ る。 全 ア クセ ン ト型 に付 け た例 で 確 認 す る。
〈語 例1>は 東 京 方 言 名 詞 ア クセ ン トの3拍 語 まで の各 型 を代 表 す る9語 の名 詞 で あ る。
〈語 例1>
拍数 平 板 型 起 伏 型1
「さが りめ」
な し
名詞 末 の拍 に
「さが りめ」
名詞 末か ら2拍 目に
「さが りめ」
名 詞末 か ら3拍 目に
「さが りめ」
1 /ci/(血) /me■/(目) i
2 /miZU/(水) /ka'wa「/(川) /'u■mi/(海)
3 /sakana/(魚)/'ot・k・「/(男) /tama■0・/(卵) /…mi・i/(紅葉)1
〈語 例1>の 各 名 詞 に 「一ua」が 付 く と,全 名 詞 の ア クセ ン ト型 が そ の ま ま実 現 音 調 とな っ











(ロ)声調 式(せ い ち ょ う しき)
前接 自立語 の トー ン=語 の持 つ 声 調=が 及 ぶ 。 トー ン とは 語 に備 わ って い る 声調 で,東 京 方
言 で は 名詞 が 『さが りめ』 の 「位 置 が 単 語 の 中 で 固定 」 され て い るの とは 異 な る。 声調 式で は,
前 接 自立 語 は トー ンが 備 わ って い る も ので,付 属 語 にそ の トー ンが 及 ん ぶ の で,ト ー ンの特 徴
(下降 が 生 じた り,あ る音 節が 高 ま っ た り)は 付 属 語 で 実 現 す る こ と も多 い。
「東 京 方 言 の 動 詞 に付 く一seru/一saseru(使役)」は 声 調 式 で あ る。
さて,〈 語 例2>は 東 京 方言 動詞 ア クセ ン トの4タ イ プ を代 表 す る4語 の 動 詞 で あ る。
〈語 例2>
平 板 式 起 伏 式1
四段活用型 /⑪'iku/(行く) /⑳'jomu/(読む)
一段活用型 /⑪'akeru/(開 け る) /⑭tateru/(建て る)
この 〈語 例2>の 各 動 詞 に 「一seru/一saseru」が 付 く と,平 板 式 動 詞 な ら平 らな まま だ が,起






㈲ 独 立 式(ど く りつ しき)
前 接 語 か らア クセ ン ト上 独 立 す る。 「東 京 方言 の 動 詞 に 付 く一sooda(伝聞)」は 独 立 式 で あ る。
動 詞 部 分 は 「一sooda」が 付 い て い な い 時 と同 じで,前 接 動 詞 の トー ン は 「一sooda」直 前 の拍 ま







(→下 接 式(か せ つ しき)
前 接 自立語 が 平板 型 な ら下 が っ て続 き,起 伏 型 な ら下 が らず 続 く。 「東 京 方 言 の動 詞 に付 く一





(ホ)支配 式(し は い し き)
前 接 語 の ア クセ ン トに 関 わ りな く 自身 の 型 に引 き つ け る。 《例1》 の 「東 京 方 言 の名 詞 に付
く一ηurai」は 支配 式 で あ る。 前接 動 詞 が 平板 式 で も起 伏 式 で も全 部[… …Oou」rai]とい う型 に 引






←9共 下 式(と も さげ しき)
そ の付 属 語 の1拍 前 で 下 が る。 「京 都 方 言 の動 詞 に付 く一heN(打消)」 は共 下 式 で あ る。
さ て,〈 語 例3>は 京 都 方 言 動 詞 ア クセ ン トの4タ イ プ を代 表 す る4語 の動 詞 で あ る。
〈語 例3>
　
高 起 式 低 起 式1
四段活用型 /「'ataru/(当た る) /L'ar・k・/(歩く)1
一段活用型 /「siraberu/(調べ る) /Lk・kur・・u/(隠れ る)1
各 動 詞 に 「一heN」が 付 く と,前 接 動 詞 が 高起 式 で も低 起 式 で も,四 段活 用 型 で も一 段 活 用 型
で も,「 一heN」の1拍 前 か ら下 が っ て 続 く。 下 接 式 が 付 属 語 の み 下 が っ て続 く の とは 明 らか に
異 な る。 自立 語 側 まで"食 い込 んで"下 げ て し ま うの で 「下 接 式」 とは 区別 して 共 下 式 とす る。
〈語 例3>の 各 動 詞 に 「一heN」が 付 いた 例 を 《例 群6》 に示 す 。
《例 群6》
atarahen, ∫irabehen arukahen kakurehen
次 に第2観 察 点 の付 属 語 内 で の 音 調 は,各 方 言 ご と各 「式」 ご と に捉 え 方 が 異 な るが,こ こ
で は 東 京 方 言 の代 表 例 を示 す 。
さが りめ:自 立 語 の さが りめ と同 様,そ こで 下 降 の 生 ず る決 ま りで あ り,「従 接 式 」,「独 立 式 」,
「支 配 式 」 で 見 られ る。 支 配 式 の 《例 群5》 によ り/×ηu'rai/の「ou」拍 の 直 後 に さが り
め/▽ の あ る ご とが分 か る。
隠 れ た さ が りめ:声 調 式 の 付 属 語 で,起 伏 式 自 立語 に後 続 した とき に生 ず る下 降 。《例 群2》
で 起 伏 式 動 詞 に付 いた と きの 下 降,平 板 式 に後 続 の時 には 生 じな い。 よ って,'動詞 の 「起
伏 」 の トー ンが 及 ん だ と判 断 され る。/1/で示 す 。
これ らの こ と を,日 本 語 ア クセ ン トの 性 質 を代 表 す る,信 州 大 町 ・東 京 ・京 都 ・鹿 児 島 ・陸
中宮 古 の5方 言 で,4要 件 を踏 まえ た 統 一 的 な 基 準 に よ り分 析 して 付 属 語 ア クセ ン トの実 態 を
明 らか に して い った 。 結 果 の 概 略 は 末 尾 に略 表 で 〈付 表 一1～5>に 示 した 。
4本 論 文 の 成 果
こ の論 文 の研 究 で ど う い う こ とが 分 か った のか,ま とめ る。
5方 言 の付 属 語 ア クセ ン トが 解 明 され た う えで,あ らた めて ア クセ ン ト節 構 成 各 要 素 と実 現
音 調 との 関 係 を見 て み る と,〔 図1〕 の 「基 本 ア クセ ン ト節 の実 現 音 調 は,そ の構 成 各 要 素 の
ア クセ ン ト,お よび,関 連 音 声 特 徴 に よ り決 ま る」 こ とが確 認 され る。 《例1》 のA・B両 実
例 の名 詞 部 分 の実 現 音 調 の違 い も 「3」 の とお り,合 理 的 説 明が 確 認 され た 。






「起伏 式動詞+声 調 式付 属語+声 調式付属語+声 調式付 属語 」の組 み合 わせ で,「 起伏
式 」 とい う トー ンが 「声調 式」 アクセ ン トに よ り声調式付属 語が続 く限 り後 に及 ん で行
き,一 番後 の声調 式付属語 の 「隠れ た さが りめ」の位置 で下降が実現す る。句頭 は句音
調 の{○ 「○ …}に よ り,第2拍 よ りの上昇で ある。
日本語 アクセ ン トの構造 の解 明の他,本 論文 の成果 には,次 の8項 が挙げ られ る。
①付属 アクセ ン ト研究 の必要性 を明 らか に した。
②付属語 アクセ ン トの先行研究 を明 らか に した。
③付属語ア クセ ン トの研 究方法 につ いて明 らか にした。
④付属語 アクセ ン トの従前 のアクセ ン トとの関係 につ いて明 らか にした。
⑤付属語アクセ ン トの調査方法 を調査例文入 りで明 らか にした。
⑥ 日本語 アクセ ン トを代表す る5方 言 の付属 語ア クセ ン トを明 らか にした。(その中で こ
れ まで重 要方言 とされ なが らも不分 明だ った陸中宮古 方言 のア クセ ン トを明 らか に し
た。)
⑦ 付属語 アクセ ン トの比 較を試 みた。
⑧ 付属語 アクセ ン トの研究 に関わる諸 問題 を解決 した。
さ らに,本 論文 の大 きな成果 は,こ れ ら各成果 が各個別 々のもので はな く,互 いに極 めて密
接 な関係 を持 っていて,全 体 が一体 となって 日本語 アクセ ン トにお ける付属語 のアクセ ン トに
つ いての考 え方 を体 系的 に明 らか に した ことで ある。 また,す べて の資料が臨地調査 による実
態資料 に基づ いている ことで ある。
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〈付 表 一1> 信州大町.方言 付属語アクセン ト 「式」所属語彙














続 /→na'1Nda/ (伝聞) /『'ja/■■
/→tali/ /#cja「'ja/
/→sd}oda/ /#Qte/ /ode/ /×rasi■i/






※ 「斜線封鎖欄」 そこに入る語の可能性がない。/■:「 さが りめ」/1:「隠れたさがりめ」
〈付 表 一2>東 京 方 言 付 属 語 ア ク セ ン ト 「式 」 所 属 語 彙




















/→so「oda/ /#Qte/ /ate/ /×rasi「i/






※ 「斜線封鎖欄」 そこに入る語の可能性がない。/■ 「さが りめ」/1 「隠れた さが りめ」
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〈付表一3>京 都方言 付属語アクセン ト 「式」所属語彙
従 接 式 声 調 式 独 立 式 下 接 式 支 配 式 共 下 式
/=oa/ /$kQcjuu /「'e/ /Xno/
名 /_'.la/ (cjuu)/月mo/ /× ロu「rai/
詞 /=dosu/ /可ja/(断定) /×mi「tai/
接 /=si「ka/ /「'jori/ /Xra「sii/
続 /=ka「te/ /`made/
/→SU(saSU)//#Qcjuu /「'osi/ /× 「tai/ /『eheN/
/→reru (cjuu)/『SO・'ja/ /×ra■sii//「eheNkaQta/
動 (rareru)//#qurai/ /「si/ /「1eheNkaQtara/
詞 /一>haru/ /#S・■Q'ja/ /made/ /「〕esimaseN/
接 /一>masu/ /#sa■kai/ /SIN'jaQ一
続 /→ni/ /#'ja「ro・/ tara/
/#ma■Qsee/
■,・ ● ●,
/→SO'10'ja/ /#@cjuu/ /「neN/ /×ra■sii/






※ 「斜 線封鎖欄 」:そ こに入 る語 の可能性 が ない。/「:「 さが りめ」/i:「 隠れた さが りめ」
〈付表一4>鹿 児島方言 付属語アクセン ト 「式」所属語彙























































〈付 表 一5> 陸中宮古方言付属語アクセント 「式」所属語彙
従 接 式 声 調 式 独 立 式 下 接 式 支 配 式 共 下 式
一 一
/=Oa/ /#cuu/ /× 　daa/
/=ni/ /#mi「tεdaa/ /× 「beeri/
名 /=sa/ /#「neNsu/ /× 「daabee/
/=dja/ /× 「daQta/
詞 /=dari/ /× 「dεba/
/=「 ■made/・ ・・… /× ηu「rεε/… …
接 .複合式A(従接+独 立式)
複.合式B(支配+独 立式) 複合式C(支配+従 接式)
続
/=de#go「zεNsu/ /× 「daa#90Q「ta/ /× 「da={〕a'e/
/=de#go　 zεNsita/… …
./×「d
a#Ba「neNsu/ /× 「daa=beesuka/・ ・一 ・・
/=sa/ /→rnεε/ /#kee/ /× 「beeri/
/=suka/ /→rreru/ /#goQta/ /Xpuree/
動 /=rya'e/ /→rseru/ /#t・「gaN/ /×taQ「ta/
/=Nsll/ /→1'tεε/ /#toderu/
詞 /=eru/ /→lhaoara/ /#「'jorja/
/=「besu/ /→saNl'nεε/ /#「daabee/
接 /=「pisu/… ρ・・ /→1'ta/… … /#CUU/一 ・…
続 複合式A(従接+独 立式) 複合式B(支配一ト独立式) 複合式D(支配+独 立式)
/=te#taQ「ta//=ni#,ii/.… … /× 「na#go「zεNsu/ /→ 「nεεba#「nεε/
/=bee/
r.
/一>soo;da/ /#na「'ja/ /× 「beeri/




続 /=「dOmo/・ ・・… /#CUU/… …
複合式(B二 支配+従接式) /×soo「da#ηa「neNsu/(丁寧 様 態)
※ 「斜纐 鎖椥 はそこ}r入る語の可能'性がないことを表す・
記号凡例
「:「の ぼ り核 」
「:「隠れた のぼ り核 」
一264一
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 日本語 アクセ ン ト論の 中で 研究が著 しく遅れていた付属語 アクセ ン トについて、
5つの方言 を対象 にそ の構造 を明 らか にした ものである。 全体 は、 先行研究 を批判 し独 自の分
析法 と調査法 を構築 した 「方法論編」 と、全国主要5地 点 での付属語 アクセ ン トの記述 を行 っ
た 「記述研 究編」、そ して、得 られ た知 見 をまとめた 「結論編」 の3部 か らな り、 全体 と して
重厚な構成、周到な論述 とな ってい る。
まず、 「方法論編」は 「前論」 「序章」 「第1～ 皿章」 か ら構成 され る。
「前論」は本論文で使用す る音調な どの表記法 について述 べた もので あ り、論文全体 のいわ
ば凡例的役割 を担 って いる。続 く 「序章」 は本論文の 目的を提示 し、それが先行研究 とど うい
う関係 にあるか を論 じた ものである。 日本語のア クセ ン トは 「自立語+付 属語」が1つ の単位
として機能す るにもかかわ らず 、従来、 自立語 アクセ ン トに比 して付属語 アクセ ン トの研究が
遅れてお り、そのため、 アクセ ン トの全体像 を十分 とらえきる ことがで きなか った とい う認識
は、現在の 日本語アクセ ン ト論 の問題点を正 しく突いたもの と言 える。
「第1章 」は、付属語ア クセ ン トの研 究方法について論 じた ものである。 これ まで非常 にあ
いまいな もの と理解 されがちだった付属語 アクセ ン トにも、 自立語 アクセ ン トと同様 に確かな
構造が備わ ってお り、その分析の方向性は 自立語アクセ ン トと同様、規則性 の解 明に向け られ
なければな らない とい う立場を示 す。 そ して、 そのよ うな立場 か ら、分析 にあた っては、付属
語内部の特徴のほかに、前接 自立語か らの続 き方が付属語 のアクセ ン トを決定付 けるもの とし
て重要である と述 べる。筆者 は この前接 自立語 か らの続 き方 を 「式」 と名づ け、全国5方 言 の
観察か ら、基本 的に 「従 接式」 「声調式」 「独立式」 「下接 式」 「支配式」 「共 下式」 とい う6つ
の 「式」が存在す る ことを主張す る。 「第H章 」 は、 そのよ うな考 え方 をあ らた めて従来 のア
クセ ン ト論 と対比す る ことで、 自説の正 当性 を確認 しよう とした もので ある。 自説 を点検す る
ために、 この方法 でアクセ ン トの体 系や機能 を十分 とらえる ことがで きるか、 あるいは、記述
方法が妥当で方言 間の比較が 可能 か、 といった観点か ら検討 を行 って いる。
特 に この2つ の章 は、本論文 の理論 を示す 中核 的な部分で あ り、後続の論述 に大 きく影響す
る重要 な内容 である。 そのため、用語 の定義 を明確 に し、具体的な事例 を駆使 しなが ら慎重 に
論 を進めて いる。 「式」 とい う概念 の重 要性 を強調 した点、および、具体 的に6つ の 「式」 を
提案 した点 がユニ ークである。
「第 皿章」 は、付属語 アクセ ン トの調査方法 につ いて論 じたもので ある。 自立語 アクセ ン ト
の調査 に比べ、 自立語 に付 いて しか現れ る ことのできな い付属語 アクセ ン トの調査は困難 を伴
うことが予想 され る。筆者 はそ の困難 さを解決す る手段 と して 「教示分担法」 を採用す る。 こ
れ は、膨大 な質 問内容 を複数 の話者 に分担 して も らう方法で あ り、話者 による個人差の排除 に
気 を配 りなが ら実践 を試みて いる。 また、話者か らそ の方言 の自然な表現 にお ける付属語形 を
引き出す ために 「例文翻訳法」 を用 い、共通語 によって作成 した調査文 をいち いち方言 に翻訳
しても らう方法 をとって いる。提示 されて いる 「付属語 アクセ ン ト例文」はた いへんな労作で
あ り、今後、 同種 の調査 の手本 とな りうるもので ある。それ に して も、 こう した方法 による調
査が各地点100時間以 上に及ぶ とい うのは、方言調査の一般 をはるか に超 える ものであ り、驚嘆
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に値す る。
次 に、 「記述研究編」 は ここまで論 じて きた方 法論 を駆使 して実 際 に各地 の方言 を記述 した
部分であ り、 「第IV章～XI章」 の8つ の章によって構成 され る。
「第IV章」 は本論文の対象地 域 として5つ の方言 を選定 した意義 を、 日本語 アクセ ン トの地
理的特色の面か ら論 じている。す なわち、 「有型 アクセ ン ト」は大 き く4種 類 に分かれ るので、
「京 阪式 アクセ ン ト」よ り京都方言、 「東京 式ア クセ ン ト」 よ り東京方言 と信州 大町方言(語
音特徴 の違 いによる)、「北奥 ・羽越 式 アクセ ン ト」 よ り陸中宮古方言、 「九州二型 式ア クセ ン
ト」よ り鹿児島方言を選んでいる。全 国の付属語 アクセ ン トを統一的 に記述 しようとす る場合、
当然の ことなが ら対象 とする方 言は多 い方が よいが、研究 の現段 階で は この5つ の方言 を代表
として選び、一定の結論を導 こうとした妥 当性 は十分認 め られ る。
「第V章 」か ら 「第D(章」は各方言 にお ける付属語 アクセ ン トの具体 的な記述で ある。 まず、
「第V章 」 では 「信州大町方言」 を取 り上げ る。 これ は、 東京式 アクセ ン トの代表で あ り、語
音特徴がア クセ ン トに影響 しない方言 である ところが次 の 「東京方言」 と異な る。各方言記述
の最初の章であるため、付属語 アクセ ン トの記述方法 につ いて詳細 に説 明を加 えなが ら論 を展
開 して いる。続 く 「第VI庫」 は 「東京方言」 が対 象である。 これ も 「大 町方言」 同様、東京式
ア クセ ン トの代表で あるが、語音特徴 がア クセ ン トに影響す る分、 「大 町方言」 よ り複雑な方
言であ る。本論文では、特に無声化 といった特徴 に注 目しつつ 「東京方言」 の付属語 アクセ ン
トを記述 して いる。次 の 「第V皿章」 では 「京都方言」 を分析 す る。 「京都方言」 は 日本語 アク
セ ン トの中で も最 も複雑な もののひ とつであ り、 そのよ うな位置付 けにある方言 の付属語 アク
セ ン トを解 明 して いる。次 に、 「第V皿章」 は 「鹿 児島方言」 を取 り上げてお り、二 型式ア クセ
ン トにおけ る付属語ア クセ ン トを考察 している。最後 の 「第IX章」 は 「陸中宮古方言」 を分析
する。 この方言は 「重起伏調アクセ ン ト」 と呼ばれ る一風変 わった音調 を もつ地域で あるが、
そのよ うな音調 と付属語アクセ ン トの関係 についての分析 が興 味深 い。
「第X章 」 は、以上の各方言 の記述 を踏 まえ、 それ らの比較に及ぼ う とす るもので ある。た
だ し、具体的 には 「大町方言」 と 「東京方言」 とい う系統 上近い関係 にあるアクセ ン ト同士 の
比較 にとどまってい る。他の方 言 との比較 を どう展 開させ るのか課題 が残 るが、付属語 アクセ
ン トの比較 とい う新た な問題 に踏 み込んだ点 は評価 され る。 「第XI章」 は ここまでの記述 を振
り返 り、付属語アクセ ン トの理 論や記述面で生 じた課題 を9つ 取 り出 し一定 の解決 をはか って
いる。
最後 に、 「結論編」 は本論文 にお ける成 果 を、方法論 の構築お よび具体的 な各方 言の記述 に
ついて整理 し、文字通 り結論を示 した ものである。 本論文 で明 らかになった付属語 アクセ ン ト
を加えた各方言 ごとのア クセ ン ト構造 が簡 潔な図 によって提示 されている。おわ りに、 この研
究の発展性 と今後の課題が述べ られている。
本論文は、以上のよ うに日本語の付属語 アクセ ン トについて、 独 自の方法論 を構築 し、全 国
の主要な方言 を分析 した ものである。 このよ うに付属語 アクセ ン ト論の全体 を扱 った研究 は こ
れ まで にな く、その体系的な論述は高 く評価 される。 今後 、 日本語 アクセ ン ト論 は、遅れて い
た付属語 アクセ ン トの研究 に向か うことが予想 されるが、 本論文はその基礎 的な研究 として学
界 に寄与 しうるもので ある。
よ って、本論文の提 出者は博士(文 学)の 学位 を授与され るに十分な資格 を有す るもの と認
め られ る。
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